
今バタフライクラスのお
昼寝の前に「読み聞かせ」

をしています。初めての日、子どもたちは
みんな、お布団の上に正座

をして私を迎えてくれま
した。「寝たい人は眠って もいいのよ」「寝転がって

お話を聞いてもいいのよ」
という私の言葉に戸惑って

いる様子がありました。そ
れはいつも人の話を聞く

ときは話す人の方を見る
のよ」と言われているのだ から無理もありませんね。

みんなにはそういうことが
ちゃんと身についているん

ですね。でもこの時間は
本当に大丈夫なんだとわか

ると座ったままの子、リ
ラックスして横になる子

と様々です。時と場合に依
るっていうこともあると覚

えてくれたらうれしいな。
いよいよお話の始まりです。

初めのうちは「絵を見せ
て」という子供たちの声が

聞こえてきました。今は
映像を見ているのが当たり

前ですからお話を聞くだ
けというのはなにか物足

りなさを感じるのでしょう
ね。それでも私が構わず読

み進め、時々「この鬼さん
はどんなことを考えてい

たのかな？」など子ども
たちがお話を聞いてどん なことを感じているのかな？

と知りたくて質問をしま
す。初めはなかなか考え

ていることが聞こえません
でしたが、今では自分な

りに感じたことを言葉で
表現してくれるようになっ

てきました。私私私私もももも子子子子どどどどもももものののの頃頃頃頃母
親が毎晩読み聞かせをし

てくれました。もちろん絵
は見ません。でも母親の話

を聞いて時には涙を流し
たりお腹を抱えて笑った

り今でもそのお話はよ
く覚えています。遠い昔の

ことですが・・・・・・・・
今今今今私の机の下は子ども

たちに読んであげたい絵本
でいっぱいです。子どもたちから今日

お話ある？と聞かれること
が増えてきました。楽し

みにしてくれているんだっ
たらうれしいなあ。ちな

みにすくすくの子どもた
ちは楽しいお話が好きな

ようです。
毎日のランチでつい最

近まで悪戦苦闘をしていた
子どもたち。先生たちが「もぐもぐ」と

か「かみかみ」とかいつも
言うけどどうやればいい

の？と先生の口の動きを
じ～と見ている子どもたち。

特に０才さんにとっては
すくすくで初めて食べるも

のも沢山あるようです。
「これなんだろう？、あ、

おいしいぞもっと食べた
いなあ」とだんだん食べる

種類も増えてきます。な
かには「お家とどうしてこ

んなにちがうのかなあ？」
とお口からべえーと出して

しまうこともありますが、
お家と違ってもおなかがす

いたら出されたものを食
べるしかないですからね。

そういう環境の中で１才、
２才、バタフライさんでは

ほとんどの子がちょっとぐ
らい苦手なものがあっても がんばって食べるようにな

ります。食事は頭・体・心
の成長にとってとても大

切ですからね。ランチやお
やつを作ってくれる栄養士、

調理師の先生方と保育士が
いつもみんなが健康で大

きくなるようにと一人一 人の個性を尊重しながら食
を進めています。今後の０才さんの目標は

自分でスプーンをもって食
べることですね。意欲があっ

て真似っこが好きな子は上
手になっていきます。

バタフライさんはスプー
ン・フォークからお箸に

移行している子どもも増え
てきました。「お家で昨日〇〇食べたよ」

「とってもおいしかったよ」
「お母さんお料理上手なの」

等楽しいおしゃべりをしな
がら楽しく食べています。

何でも食べてみんな
大きく元気になりますよう

に。
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・食べるものを見て食べる。
食べるものを残さない。

・おいしかったらおいしいという。
・物を大切にする。

・人の話をさえぎって自分の話をしない。
・質問されたら正確に答える。
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